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徳島県⼩学校理科教育研究⼤会

「⾃りつした学習者」の育成に向けた
⼩学校理科の授業改善

⼩学校理科実践研究の動向と展望を通して 



個別最適な学びと
協働的な学び

事前に送付いただいた
学習指導案から



橋本先⽣の学習指導案から
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6年理科「ものが燃えるしくみ」
【概念的理解】
全国学調
調査問題作成の枠組み
「知識」
事実的な知識を既有の知識と
関係付けたり活⽤したりする中
で概念的に理解しているかどうか
をみる

問題解決 → 探究



4 令和7年9月25日 中央教育育審議会 論点整理（一部加筆）

総合的な発揮
統合的な理解



学習指導要領実施状況調査結果から
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習得した知識を日常生活との関わりの中で捉え直す

「燃焼の仕組み」［E6RC130］は、植物体が燃えるときには、空気中の酸素が使われて⼆酸化
炭素ができるといった、習得した知識を⽇常⽣活との関わりの中で捉え直すことについて問う問題
である。本問の通過率は 32.8％であり、燃焼に関する既習の内容を⽇常⽣活に当てはめて考え
ることについては課題が⾒られる。



橋本先⽣の学習指導案から
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6年理科「ものが燃えるしくみ」 【より妥当な結論】
≠より妥当な考え

実証性
再現性
客観性

科学的な⼿続きにより得られる

CS解説理科編
このような⼿続きを重視するために
は，主体的で対話的な学びが⽋か
せない。児童は，問題解決の活動
の中で，互いの考えを尊重しながら
話し合い，既にもっている⾃然の事
物・現象についての考えを，少しず
つ科学的なものに変容させていくの
である。



学習指導要領実施状況調査結果から
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より妥当な考えをつくりだす

「燃焼の仕組み」［E6RA120］は、燃焼の仕組みについて、より妥当な考えをつくりだすことについて
問う問題である。本問の通過率は 83.2％であり、相当数の児童ができている。

⼀⽅、「⽔溶液の性質」［E6RC220］は、⾦属が溶けた⽔溶液から溶けている物を取り出して調べ
ることを通して、実験結果を基に、より妥当な考えをつくりだすことについて問う問題である。本問の通
過率は 68.4％であるが、「⽩い粉は、電気を通さずに、塩酸に溶けた」という誤答の選択肢の反応率
は 15.8％である。このことから、考察において得られた結果だけでなく、結果を基にその解釈を記述す
ることに関しては⼗分とはいえない状況があると考えられる。

以上のことから、得られた結果から、より妥当な考えをつくりだし、その考えを選択することについては、相
当数の児童ができている。しかし、結果を基にその解釈を記述することには課題があると考えられる。



橋本先⽣の学習指導案から
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6年理科「ものが燃えるしくみ」

【問題に正対した結論の導出】
より妥当な結論を導くための
時間の確保



9 HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

  「より妥当な考えをつくりだす」
→科学的により妥当な知を創る能⼒
「実証性」「再現性」「客観性」を満たすもの
■「問題」と「仮説」の整合性

・問題となっている事象を説明するもの
・根拠があるもの
・実証可能なもの

■「仮説」と「解決の⽅法」の整合性
・予想や仮説の真偽を確かめるもの

■「結果」と「考察」の整合性
■「考察」と「結論」の整合性
■「問題」と「結論」の整合性

⼩学校理科において育成を⽬指す問題解決の⼒

振
り
返
り･

メ
タ
認
知



平島先⽣の学習指導案から
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5年理科「電流と電磁石」

【解決の⽅法を発想する】
予想や仮説を基に，解決の⽅法を
発想する

・条件制御の考え⽅を働かせる
・⼿続きの検討（⽬的・⼿段）
「導線を太くする」→「電流の⼤きさ
を⼤きくする」＝「乾電池の数を増や
す」→「電磁⽯が強くなる」



学習指導要領実施状況調査結果から
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条件制御

「植物の発芽、成⻑、結実」［E5RD120］は、植物の成⻑に必要な条件について、予想や
仮説を基に、解決の⽅法を発想することについて問う問題である。本問の通過率は 54.8％で
あり、インゲンマメの成⻑に関係する複数の要因を適切に制御しながら解決の⽅法を発想する
ことについては課題が⾒られる。



学習指導要領実施状況調査結果から
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条件制御



楠瀬先⽣の学習指導案から
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4年理科「ものの温度と体積」

【根拠のある予想や仮説】
・⼦供にとって根拠がある予想
ができるかどうか
①予想
②図やイラスト（イメージ図）
③その理由
実証性が担保できるか

・トートロジー
「空気が温まったら上に⾏くか
ら」



楠瀬先⽣の学習指導案から
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⼦供にとって⽣活経験があるかどうか
イメージを膨らませることが必要かどうか
学習の個性化 ↔ 科学的な⼿続き

啓林︓空気と⽔→温度と体積→温まり⽅
体積が膨張するから上に



内野先⽣の学習指導案から
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3年理科「電気で明かりをつけよう」

【単元配列】
磁⽯→電気
・東書︓物→電気→磁⽯
・啓林︓電気→磁⽯→物
・⼤⽇︓電気→磁⽯→物
・学図︓電気→磁⽯→物
・教出︓物→電気→磁⽯

■⾦属観
電気（⾦属）
磁⽯（鉄，鉄以外）
物（鉄，アルミ，銅…）
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概念ベースの内容の整理の萌芽



内野先⽣の学習指導案から
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3年理科「電気で明かりをつけよう」



全国学⼒・学習状況調査結果から
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金属観



なぜ 「⾃りつした学習者」が求められるのか

2020

＜指導の個別化＞ ＜学習の個性化＞

⾃りつ（⽴・律）した学習者

個別最適な学び

学習指導要領で⽰す資質・能⼒の育成

協働的な学び

⽀援が必要な⼦供に，
より重点的な指導
特性や学習進度に応
じ，
指導⽅法・教材等の
柔軟な提供・設定

興味・関⼼等に応じ、⼀⼈⼀⼈に応じた学習活
動や学習課題に取り組む機会を提供
異なる⽬標に向けて、学習を深め、広げることを
意味し、その中で⾃らどのような⽅向性で学習を
進めていったら良いかを考えていくことなども含む

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

探究的な学習や体験活動等
を通じ、⼦供同⼠で、あるい
は多様な他者と協働する

HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 



「⾃⽴」と「⾃律」



「⾃⽴」と「⾃律」
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小学校の学習における「自立した学習者」と「自律した学習者」の違いは何ですか？

「自立した学習者」と「自律した学習者」は、どちらも学習において主体性を持つことを
表しますが、強調するポイントが異なります。

1. 自立した学習者
•意味：「自立」とは、他者の助けをあまり必要とせず、自分の力で学ぶことを指します。
•特徴：

•自分で学習計画を立て、目標に向かって学べる
•必要な情報を自分で探し、活用できる
•他者に依存せず、自分で学習を進められる
例：「今日はこの教材を使って、算数の復習をしよう」と自分で決めて学習する。

より下線付記



「⾃⽴」と「⾃律」
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2. 自律した学習者
•意味：「自律」とは、自分で決めたルールや責任のもとで、適切に学習を進めることを

指します。

•特徴：
•学習に対する責任感を持ち、自分でコントロールできる
•自分の感情や行動を調整し、集中して学習に取り組める
•ルールやマナーを守りながら、適切な学習態度を取れる
例：「今日はゲームをしたいけれど、宿題を終わらせてからにしよう」と自分を律する。

より 下線付記



「⾃⽴」と「⾃律」

24

どちらが重要か？

小学校の学習においては、「自立」と「自律」の両方が大切です。

「自立」がないと自分で学ぶことができず、「自律」がないと継続的に学ぶことが難しくな

ります。教師や保護者は、子どもが自立しつつも、自律的に学習を進められる環境を整

えてあげることが重要です。
より 下線及び一部付記

「内⾯・⼼情」で捉える「⾔動」で捉える教師の⾒取り
学習者の振り返り
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内閣府 総合科学技術・イノベーション会議 教育・⼈材育成ワーキンググループ（第6回）資料

なぜ「個別最適な学び」と「協働的な学び」、ICTの活⽤なのか



活動のきっかけ

活用へ

疑問
問い

問題１

結果

考え

予想 予想

問題２

方法 方法方法 方法

予想

考え 考え

観察・実験
事
実

解
釈

⽣活経験
既習内容

事象との
かかわり

結果 結果

結論

⽣活経験や
既習内容
との関係付け

事象と事象との⽐較
事象と⽣活経験・既習内容との⽐較

対 話 対 話

対 話 対 話

対 話

協働的な学び

妥当性の
検討

個別最適な学び
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資
質
・
能
力

「⾃⽴しつつも、⾃律的に学習を進められる」授業デザイン
一律一様の
問題解決

個別最適・協働的な学びにおける問題解決

自
立

自
律



個別最適な学びと
協働的な学び

⼦供が望む学習スタイル
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⼦供が望む学習スタイル 義務教育に関する意識に係る調査
令和5年 文部科学省

一部加筆
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⼦供が望む学習スタイル 義務教育に関する意識に係る調査
令和5年 文部科学省

一部加筆

個別最適
（指導の個別化）

一斉授業
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⼦供が望む学習スタイル 義務教育に関する意識に係る調査
令和5年 文部科学省

一部加筆

個別最適
（指導の個別化）

一斉授業
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⼦供が望む学習スタイル 義務教育に関する意識に係る調査
令和5年 文部科学省

一部加筆

協働的な学び



32

⼦供が望む学習スタイル 義務教育に関する意識に係る調査
令和5年 文部科学省

一部加筆

協働

個別

個別



⼦供の学びの現状



令和6年度 全国学力・学習状況調査の結果

（質問調査抜粋版）
国立教育政策研究所（一部改変）

「個別最適な学びと協働的な学び」と理解度

35
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令和6年度 全国学力・学習状況調査の結果

（質問調査抜粋版）
国立教育政策研究所

「個別最適な学びと協働的な学び」と理解度



令和6年度 全国学力・学習状況調査の結果

（質問調査抜粋版）
国立教育政策研究所

「個別最適な学びと協働的な学び」と理解度
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個別最適な学びと
協働的な学び

⽇常と科学を
つなぐ問い



理科における⽇常⽣活との関わり
令和7年10⽉29⽇

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会理科ワーキンググループ
資料
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理科における⽇常⽣活との関わり
令和7年10⽉29⽇

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会理科ワーキンググループ
資料
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理科における⽇常⽣活との関わり
令和7年10⽉６⽇

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会理科ワーキンググループ
資料（一部加筆）
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習得した知識を⽇常⽣活との関わりの中で捉え直すことについては、課題があると考えられる

正答例 直列つなぎ

【通過率 ４１.３%】

理科における⽇常⽣活との関わり
令和7年10⽉６⽇

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会理科ワーキンググループ
資料（一部加筆）
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習得した知識を⽇常⽣活との関わりの中で捉え直すことについては、課題があると考えられる

正答例 直列つなぎ

【通過率 ４１.３%】

正答例

・空気が入れ替わらないので、物が燃えにくくなる

・空気が閉じ込められるから

理科における⽇常⽣活との関わり 国立教育政策研究所
令和４年度 学習指導要領実施状況調査

【反応率 16.5%】

【反応率 16.3%】

【通過率 32.8%】



理科における⽇常⽣活との関わり
令和7年10⽉６⽇

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会理科ワーキンググループ
資料（一部加筆）
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理科における⽇常⽣活との関わり
令和7年10⽉６⽇

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会理科ワーキンググループ
資料（一部加筆）
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⽕災における適切な避難⾏動を
問うことで、気体の性質に関する
知識が概念として⾝に付いている
かどうかをみる

92.9%

理科における⽇常⽣活との関わり 令和7年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科
一部加筆

４ ガス警報器の設置場所について科学的に探究する
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１(1) テレプロンプターの仕組み
光の反射の幾何光学的な規則性についての知識・技能を活⽤できるどうかをみる

理科における⽇常⽣活との関わり

47

平成30年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科
一部加筆



62.1%6.5% 15.1% 16.2%

１(1) テレプロンプターの仕組み
光の反射の幾何光学的な規則性についての知識・技能を活⽤できるどうかをみる

理科における⽇常⽣活との関わり
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平成30年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科
一部加筆

学習内容が⽣徒の⽇常⽣活に極めて近い⾃然事象であることを⽣かし，様々な知識やスキルを総合して使いこなすことを求
めるような複雑な課題等を提⽰することで，⽣徒が転移可能な概念の形成をしたり，複雑なプロセスを踏みながら学習を進
めたりすることを⽬指す。 学習指導案より（⼀部追記）



個別最適な学びと
協働的な学び

理科における
「プロジェクト型」の学び



理科における⽇常⽣活との関わり 平成３０年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科 授業アイディア例

一部追記

50

「プロジェクト」ではなく
「プロブレム」



理科における⽇常⽣活との関わり
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平成３０年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科 授業アイディア例

一部追記

「プロジェクト」ではなく
「プロブレム」だと
「学習の個性化」は
ここまで。

ここから先は…



理科における⽇常⽣活との関わり 平成３０年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科 授業アイディア例
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設定した課題を
みんな⼀緒に
みんな同じ⽅法で
解決していく



理科における⽇常⽣活との関わり 平成３０年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科 授業アイディア例

53

設定した課題を
みんな⼀緒に
みんな同じ⽅法で
解決していく

△⾃⼰決定
⾃⼰調整は…

△様々な知識やスキルを
総合して使いこなす
までには…



橋本先⽣の学習指導案から
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6年理科「ものが燃えるしくみ」



橋本先⽣の学習指導案から
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6年理科「ものが燃えるしくみ」

【単元を貫く⽬標の設定】

⽇常⽣活との関連

PBL
プロブレムからプロジェクトへ



橋本先⽣の学習指導案から
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6年理科「ものが燃えるしくみ」

⾒いだした問題に
対して，既習内容や
⽣活経験を基に
予想や仮説，
解決の⽅法を個々に発想し。
解決していく

◯⾃⼰決定
⾃⼰調整は

◯様々な知識やスキルを
総合して使いこなす

（統合的な理解）
（総合的な発揮）



附属旭川中学校の研究から確認できた成果
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目指す生徒像
・科学的根拠に基づいた視点をもって学習プランを自己決定していくことのできる生徒

研究の内容と方法
・クラウドを活用した「複線型」の授業づくり
・「自己決定を促す」学びサイクル
・「本質的な問い」による学びとの出会い
・生徒の学びの見取りと「カルテ」

科学的リテラシー
（OECD）

・疑問を認識し，新

しい知識を獲得

し，科学的な事象

を説明し，科学が

関連する諸課題に

ついて証拠に基づ

いた結論を導き出

すための科学的知

識とその活用

教師の関わり
・科学的な知識や技能の習得が求められる内容を実際に示す
・個人の課題設定を手助けしたり，学習の取り組み方等，探究するためのより

よい手法を教えたりする
・生徒の思考に寄り添った発問をしたり，考えを深めたりするための発問をし

たりして，一人ひとりの学びを深める
・必要以上に関わることなく，探究を見守る

工夫
【プロジェクト型】
・日常と科学をつなぐ問い
・生徒の自己決定を促す学

びの状況づくり
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目指す生徒像
・科学的根拠に基づいた視点をもって学習プランを自己決定していくことのできる生徒

工夫【プロジェクト型】→ 生徒の自己決定を促す学びの状況づくり
学習指導案より（⼀部追記）

内容と順番は教師が設定

内容は教師が設定，順番は⼦供が設定

内容と順番は⼦供が設定

「何を重視して学ぶべきか」⾃⼰決定

⾜場かけ（scaffolding）
学習者が⾃⼒ではまだ達成できない課題を、教師などの⽀援を受けながら遂⾏できるようにするための⼀時的な⽀援



情報提供
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令和7年9月25日 中央教育育審議会 論点整理（一部加筆）



68 令和7年9月25日 中央教育育審議会 論点整理
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「学びに向かう⼒、
⼈間性等」の
今後の整理イメージ

(素案)

令和7年4⽉25⽇
中央教育審議会
教育課程企画特別部会 資料



全国学⼒・学習状況調査
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R7 4(3)キ 粒⼦領域⽔について調べ、発表する（物質に関する問題）
氷がとけてできた⽔が海に流れていくことの根拠について、理科で学習したことと関連

付けて、知識を概念的に理解しているかどうかをみる

正答 3

61.0%

正答 1

65.8%

正答 2

60.0%



個別最適な学び
協働的な学び

⾃⽴（⾃律）した
学習の機会の保障

全ての⼦供の可能性を引き出す授業

  山 中  謙 司
yamanaka.kenji@a.hokkyodai.ac.jp

 

  山 中  謙 司
yamanaka.kenji@a.hokkyodai.ac.jp
研究室直通 TEL/FAX.0166-59-1347

 


